
昨
年
の
画
期
的
な

出
来
事
は
何
と
い
っ

て
も
「
郵
政
解
散
」

に
よ
り
突
然
の
総
選

挙
と
な
り
、
あ
ら
ゆ

る
改
革
の
突
破
口
と

し
て
の
郵
政
民
営
化

が
国
民
に
受
け
入
れ

ら
れ
、
自
民
党
が
圧

勝
し
た
こ
と
で
す
。

そ
の
後
も
改
革
へ
の

モ
メ
ン
タ
ム
は
衰
え

ず
、
今
年
は
小
泉
構

造
改
革
の
「
総
仕
上

げ
」
の
年
と
な
り
ま

す
。
ポ
ス
ト
郵
政
民

営
化
の
改
革
課
題
と

し
て
は
、
年
金
・
医

療
等
の
社
会
保
障
制

度
改
革
や
財
政
健
全

化
な
ど
、
国
民
負
担

増
を
伴
う
テ
ー
マ
が

中
心
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
政
治

は
、
国
民
に
対
し
よ

り
謙
虚
に
、
よ
り
丁

寧
に
説
明
責
任
を
全

う
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
最
近
消
費

税
率
引
上
げ
が
話
題

と
し
て
触
れ
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
ず
は

経
済
活
性
化
に
よ
る

税
収
増
へ
の
道
筋
や

歳
出
カ
ッ
ト
の
姿
な

ど
を
き
ち
ん
と
示
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
改

革
に
取
組
む
に
当
た

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
改
革
を
個
々
に
進

め
る
の
で
は
な
く
、

「
新
た
な
国
づ
く
り
」

に
向
け
て
、
総
合
的

経
済
政
策
、
教
育
、

環
境
、
科
学
技
術
な

ど
包
括
的
な
政
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
基
づ

く
、
大
き
な
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
描

き
、
そ
の
下
で
わ
れ

わ
れ
新
世
代
の
英
知

と
力
を
結
集
し
て
、

「
責
任
あ
る
改
革
」

を
遂
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
決
意
を

固
め
て
い
ま
す
。

昨
年
、
私
は
衆
議

院
法
務
委
員
長
と
し

て
治
安
改
善
や
資
本

主
義
の
質
向
上
に
力

を
尽
く
す
一
方
、
党

改
革
実
行
本
部
事
務

局
長
と
し
て
は
、
安

倍
本
部
長
な
ど
と
と

も
に
、
昨
年
の
総
選

挙
勝
利
に
つ
な
が

る
、
自
民
党
的
政
治

体
質
の
転
換
に
相
当

程
度
寄
与
し
た
と
思

い
ま
す
。

本
年
は
、
外
務
副

大
臣
と
し
て
の
重
責

を
果
た
す
年
で
す
。

わ
が
国
の
外
交
は
、

様
々
な
困
難
な
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す

が
、
英
国
の
ウ
イ
ン

ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ

ル
元
首
相
が
「
凧
は

逆
風
の
中
で
最
も
高

く
揚
が
る
」
と
語
っ

た
よ
う
に
、
私
と
し

て
は
今
の
厳
し
い
現

実
を
む
し
ろ
日
本
外

交
の
奇
貨
と
す
べ
く

前
向
き
に
受
け
止

め
、
わ
が
国
の
国
益

と
世
界
の
安
定
・
平

和
の
た
め
に
積
極
果

敢
に
取
組
ん
で
い
く

覚
悟
で
す
。

外
務
副
大
臣
の
就

任
以
来
、
海
外
出
張

は
パ
キ
ス
タ
ン
、
北

京
、
欧
州
と
早
く
も

三
回
を
数
え
ま
し

た
。
各
国
要
人
と
の

対
話
等
を
通
じ
て
最

も
痛
切
に
感
じ
た
こ

と
は
、
い
ず
れ
の
国

も
国
益
の
た
め
に
パ

ワ
フ
ル
な
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
外
交
戦
略

を
展
開
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
と
り
わ
け
、

当
初
六
か
国
か
ら
二

十
五
か
国
に
ま
で
拡

大
し
た
Ｅ
Ｕ
は
、
新

た
な
試
み
を
次
々
と

展
開
し
な
が
ら
力
を

着
実
に
つ
け
て
き
て

い
ま
す
。
わ
が
国
も

国
家
・
国
民
の
意
思

を
し
っ
か
り
と
踏
ま

え
つ
つ
、
先
見
性
に

富
む
、
骨
太
な
外
交

政
策
を
早
急
に
確
立

し
、
世
界
に
向
け
て

強
力
に
発
信
す
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。

嬉
し
い
こ
と
に
、

愛
媛
Ｆ
Ｃ
が
Ｊ
２
入

り
を
果
た
し
ま
し

た
。
地
方
の
力
の
表

れ
の
ひ
と
つ
だ
と
思

い
ま
す
。
「
中
央
か

ら
地
方
」
へ
の
改
革

の
下
で
、
あ
る
べ
き

地
方
の
あ
り
方
に
つ

い
て
皆
様
方
の
声
を

十
二
分
に
汲
み
上

げ
、
地
方
の
体
力
強

化
を
始
め
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
、
地
場
産

業
・
観
光
の
振
興
等

に
精
一
杯
役
立
ち
た

い
と
、
決
意
も
新
た

に
し
て
い
ま
す
。
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恭 

賀 

新 

年 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
は
紀
宮
様
ご
結
婚
や
愛
知
万
博
の

成
功
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
自

民
党
が
大
勝
利
を
し
た
突
然
の
総
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
五
度
目
の
当
選
を
果
た
さ
せ
て
頂
き
、
そ

の
後
、
お
陰
様
で
外
務
副
大
臣
に
就
任
致
し
ま
し

た
。
目
下
、
戦
略
的
な
日
本
外
交
の
確
立
に
向
け
、

全
力
投
球
中
で
す
。

今
年
は
自
民
党
総
裁
選
挙
の
年
。
こ
の
選
挙
を

通
じ
、
国
民
が
自
信
と
誇
り
を
持
て
る
日
本
の
新

し
い
将
来
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
で
す
。
引
き
続
い
て
の
ご
指
導
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

衆議院国際テロ及びイラク特別委員会にて答弁（12/19）
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震災直後から緊急人道支援活
動を行っている日本のNGO
と懇談。（日本大使公邸）

カスーリ
パキスタン
外務大臣と。

副大臣室では海外からの要人との面
談も数多く。（グリアOECD次期事務
総長候補）

毎週木曜日の副大臣
定例記者会見。

首相官邸にて定例副
大臣会議。

政治主導による外交を目指して
11月2日に外務副大臣を拝命以来、国内外で働く5300人の外務省のナンバー2として、慌ただしい2ヶ

月が経ちました。「チーム・麻生」は麻生外相の下、2人の副大臣、3人の大臣政務官で構成し、結束は
強固。連携プレーも向上中です。しかし、難問山積の日本外交ですので、更に努力精進をしなければな
りません。
私の担当は、一応、地域としてはアジア大洋州、欧州、アフリカ、政策分野では経済政策、国際社会

協力、国連問題などとなっていますが、国会答弁は衆・参合わせて9つ（近々10に増加予定）の委員会
が対象ですから、ありとあらゆることに精通していなければならず、担当はあってないようなもの。
副大臣・政務官制度導入の原点は、政治主導による政策立案であり、とりわ

け副大臣はラインとして政策立案に責任を負わねばならない立場です。小泉総
理や麻生大臣を支えて、名実ともに政治主導の外交実現に向けて頑張らねばな
りません。中国・韓国問題、北朝鮮、東アジア共同体構想など日本の毎日の国
民生活に直結する、待ったなしの問題が多く、緊張しながら、奮闘中です。
昨年は2ヶ月で3回出張しましたが、来年は1月だけでも3回の出張が既に決ま

っており、日本を離れることも多いのですが、是非皆さんには、議員会館より
かなり広い副大臣執務室にもお気軽においで頂きたいと思います。その節には
松山または東京のスタッフまでお知らせ下さい。

副大臣室
副大臣室では、切れ目なく要人会見、レクチャーなどが続きますが、地元か

らのお客様との面会、記念写真も頻繁。外務省4Ｆの財務省側にありますが、
しばしば入る大臣室（農水省側）からやや距離があり、政治主導の政策立案に
は問題あり、と指摘し、改善要求中です。

外務副大臣活動レポート

フォトライブラリー

復旧・復興のためのパキス
タン政府主催主要ドナー諸
国・国際機関会議にて日本
の追加支援を含め演説。

韓国のパン・ギムン外相と腹を
割った話し合い。（スロベニア）

EUの外交・安全保障政策
担当のソラナ上級代表と会
談。（ベルギー）

欧 州 安 全 保 障 協 力 機 構
（OSCE）のパートナー国と
して日本を代表して演説。
（スロベニア）

カザフスタンのトカエフ外
相はARFへの参加希望を
表明。（スロベニア）

パキスタン 執務風景

欧　州

北京市郊外の廬溝橋にある
中国人民抗日戦争記念館前
にて館長さんと。 唐家セン国務委員は、東アジアプ

ロセスの重要性を強調。（釣魚台）

中国外交部の李肇星部長(外
相)と三極委員会にて会う。

銀行業監督管理委員会の
劉明康主席。

中国 北京
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第10回 21世紀問題懇話会セミナー
「日はまた昇るか？強い日本を目指して」

H17.12.14 於：東京全日空ホテル

懇
親
会
で
は
、
自
民
党
三
役
や
多

く
の
閣
僚
に
挨
拶
を
頂
く
。
楽
天

三
木
谷
社
長
も
飛
び
入
り
で
挨

拶
。

新浪　剛史
慶應義塾大学経済学
部卒業、三菱商事入
社。91年ハーバード
大学経営大学院修
了、MBA取得。02
年ローソン顧問、05
年より㈱ローソン代
表取締役社長兼CEO
に就任。

佐々木 かをり
上智大学外国語学部
卒業、03年に働く女
性の意見を集めるサ
イトを運営する㈱イ
ー・ウーマン代表取
締役社長に就任。フ
ジテレビ「とくダ
ネ！」にコメンテー
ターとして出演中。

塩
崎
　
小
泉
政
権
が
ス

タ
ー
ト
し
て
４
年
半
。
ご

感
想
は
？

新
浪
　
日
本
は
も
う
日

は
昇
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
、
私
の
二
人
の

子
供
は
、
ア
メ
リ
カ
国
籍

を
取
ら
せ
ま
し
た
が
、
最

近
は「
日
は
ま
た
昇
る
な
」

と
い
う
感
じ
が
し
て
き
ま

し
た
。
小
泉
さ
ん
の
信
念

の
強
さ
が
期
待
感
の
ベ
ー

ス
な
の
で
す
。
揺
る
ぎ
の

無
い
強
い
軸
を
持
っ
て
や

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。佐

々
木
　
小
泉
さ
ん
が

登
場
し
政
治
が
身
近
に
日

常
的
に
な
っ
た
こ
と
は
、

大
き
な
功
績
。
変
化
す
る

こ
と
の
ス
ピ
ー
ド
感
や
、

は
っ
き
り
言
い
切
る
口
調

に
よ
り
、
普
通
の
人
が
よ

く
分
か
り
、
つ
い
て
行
き

易
く
な
り
ま
し
た
。

塩
崎
　
い
ろ
い
ろ
な
改

革
が
進
む
中
、
よ
く
使
わ

れ
る
「
小
さ
な
政
府
」
と

は
国
民
に
と
っ
て
ど
う
い

う
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま

す
か
？

新
浪
　
「
小
さ
な
政
府
」

と
は
官
の
肥
大
化
を
小
さ

く
す
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
。
私
は
、
歳
出
カ
ッ
ト

を
明
確
に
や
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
痛
み

を
と
も
な
う
改
革
は
、
ズ

ル
ズ
ル
や
っ
て
は
ダ
メ

で
、
ま
ず
ド
カ
ン
と
や
っ

て
「
さ
あ
希
望
だ
」
と
い

く
べ
き
で
す
。
歳
出
カ
ッ

ト
と
言
っ
て
も
、
一
律
で

な
く
メ
リ
ハ
リ
が
大
切
で

す
。
要
ら
な
い
と
こ
ろ
は

切
り
、
必
要
な
分
野
に
は

予
算
を
増
や
す
こ
と
が
大

事
。佐

々
木
　
現
体
制
で
こ

れ
か
ら
の
戦
略

を
行
う
こ
と
が

で
き
る
の
か
を

検
討
し
、
再
編

成
す
る
こ
と
が

大
切
で
、
役
割

を
果
た
し
た
と

こ
ろ
は
、
手
薄

だ
っ
た
と
こ
ろ

へ
振
り
向
け
る

こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

塩
崎
　
日
本

経
済
が
苦
し
ん

で
き
た
の
が
債

務
、
雇
用
、
設
備
の
三
つ

の
過
剰
で
し
た
。
一
見
解

消
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
雇
用
で
は
、
ニ
ー

ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
が
増
え

て
し
ま
い
、
借
金
も
民
間

か
ら
公
的
セ
ク
タ
ー
に
移

転
さ
れ
た
だ
け
。
日
本
経

済
は
形
を
か
え
て
引
き
続

き
問
題
含
み
に
見
え
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
？

新
浪
　
大
き
く
分
け
る

と
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ

ッ
プ
と
１
０
０
円
シ
ョ
ッ

プ
の
双
方
が
繁
盛
す
る
、

と
い
う
所
得
の
二
極
化
が

一
つ
。
ま
た
、
同
じ
５
０

０
円
の
弁
当
で
も
地
方
で

は
高
い
と
感
じ
ら
れ
、
東

京
で
は
安
い
と
思
わ
れ

る
。
地
方
と
首
都
圏
と
の

経
済
力
格
差
や
高
齢
化
の

ス
ピ
ー
ド
の
違
い
な
ど
の

二
極
化
も
現
れ
て
い
ま
す

ね
。
平
均
値
で
は
も
の
が

語
れ
ま
せ
ん
。

佐
々
木
　
ベ
ン
ツ
に
乗

り
、
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
の
バ

ッ
ク
を
下
げ
て
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
と
い
っ

た
、
一
人
の
人
間
の
中
で

の
二
極
化
現
象
も
見
ら

れ
、
分
か
り
に
く
い
時
代

に
な
っ
て
い
ま
す
。

塩
崎
　
今
の
日
本
に
何

が
欠
け
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
？

佐
々
木
　
一
言
で
言
え

ば
、
気
の
利
か
な
い
人
が

増
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
最
近
の
子
供
に
対
す

る
犯
罪
を
考
え
て
も
、

子
供
が
知
ら
な
い
人
と

話
し
て
い
る
の
を
見
た

ら
、
昔
の
人
な
ら
す
ぐ

怪
し
い
と
思
っ
て
き
っ

と
声
を
掛
け
て
注
意
を

し
、
犯
罪
を
防
い
で
い

ま
し
た
。

新
浪
　
企
業
は
利
益

の
み
を
追
い
掛
け
、
社

会
的
責
任
を
忘
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
当
社
で

は
、
町
内
会
の
行
事
に

も
参
加
す
る
な
ど
、
地

域
と
密
着
し
、
あ
え
て

「
昔
の
商
店
」
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

塩
崎
　
日
本
が
「
や
っ

ぱ
り
大
丈
夫
だ
」
と
言
え

る
よ
う
な
国
に
す
る
た
め

に
、
政
治
家
が
ど
の
よ
う

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

佐
々
木
　
ス
マ
ー
ト
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
達
と
し
っ

か
り
対
話
す
る
機
会
を
沢

山
持
っ
て
、
そ
の
気
持
ち

を
政
治
に
活
か
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
新
し
い
ア
イ

デ
ア
な
り
、
発
想
の
転
換

に
な
り
ま
す
よ
。

新
浪
　
政
治
家
の
価
値

は
10
〜
20
年
後
に
評
価
さ

れ
る
も
の
で
す
。
当
初
反

対
の
多
か
っ
た
日
米
安
保

体
制
も
今
日
の
日
本
の
富

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
時
間
の
か
か
る
教

育
に
し
っ
か
り
力
を
入
れ

て
、
次
世
代
の
人
材
を
育

て
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、

日
本
は
こ
れ
だ
け
豊
か
で

良
い
国
だ
か
ら
卑
屈
に
な

ら
ず
、
尊
敬
さ
れ
る
国
に

な
る
よ
う
、
外
交
面
で
も

良
い
政
策
を
ど
ん
ど
ん
実

行
し
て
頂
き
た
い
。

塩
崎
　
こ
れ
か
ら
の
政

治
は
変
化
に
一
層
敏
感
で

あ
る
こ
と
が
重
要
と
の
結

論
で
し
た
。
そ
し
て
、
10

〜
20
年
先
に
評
価
さ
れ
れ

ば
良
い
の
で
す
か
ら
、
た

と
え
今
叩
か
れ
て
も
や
る

べ
き
こ
と
は
や
り
続
け
る

こ
と
が
良
い
政
治
で
あ
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㈱イー・ウーマン 佐々木かをり代表取締役、㈱ローソン
新浪剛史代表取締役社長兼CEOと日本の将来を熱く語る

小
さ
な
政
府

日
本
は

引
き
続
き

問
題
含
み

政
治
主
導
で
尊
敬

さ
れ
る
日
本
に

変
化
に
応
じ
る

頑
固
な
政
治
を



（4）

選挙の時、ボランティアで活躍してくれた参騎
会を中心とした若手の皆さんと、選挙時のバタ
バタ劇を含め、思い出話で盛り上がりました。
（12/3）

ち
きゅ
うにやさしい

み
どりをまもる

松山市障害者団体連絡協議会などが主催の
「第７回ふれあいの祭典」のバザーでグッ
ズを求める。（12/11）

一遍上人生誕地、道後宝厳寺にて
開かれている「道後いっぺんさん
青空市」。この名所をより多くの
人に知って貰いたい。（12/11）

朝陽後援会主催「第6回 塩崎恭久君を囲む会」
新宿高校卒業生の仲間などに加え、新たなお顔
も多数参加して下さり、クエスチョンタイムで
は突っ込んだ質問も飛び出し、大いに盛り上が
る。（東京・青山 11/24）

「資本市場とコーポレートガバナンスの強化」と
題し、自民党企業会計小委・商法小委委員長とし
て取り組んできた資本市場関連政策についての持
論を展開。（日経新聞社主催シンポジウムにて講
演 11/30）

逢沢一郎 自民党幹事長代
理をゲストに、「日本の針
路を考える」と題した講
演では、外務副大臣時代
（私の前任者）に感じた世
界の中での日本の役割、
国益などについて貴重な
お話を伺う。（12/18）

「塩崎やすひさ新春の集い」
のご案内

下記の通り、岸田文雄代議士（衆・厚
労委員長）をお迎えし、外務副大臣
就任報告を兼ねて恒例の新春の集い
を行います。皆様お誘い合わせの上、
どうぞ奮ってご参加下さい。

日時：平成18年1月21日（土）
13：00～15：00

場所：愛媛県県民文化会館
（真珠の間）

会費：2,000円

丹頂会、女性の会の皆さ
んで日帰りミニバスツア
ーを企画。柿園にてもぎ
たての柿をほおばり、稲
荷山公園で赤く染まった
紅葉を満喫しました。気
持ちのいい秋空の下、心
も身体もリフレッシュ！
（11/19）

日帰りバスツアー

第 5 回　 明 恭 会 総 会

逢沢一郎幹事長代理による記念講演

昭和51年に軟式野球
松山リーグ 早朝リー
グとして創設され、
今年で30周年を迎え
ました。創立当時の
メンバーとも久しぶ
りの再会。皆、昔と
変わらず野球を愛す
る心はいつまでも少
年のままでした。
（11/12）松山リーグ創立30周年記念祝賀会

久し振りの日本公演中の同級生、坂本
龍一の心に染み入るピアノコンサート
の後、妻とスリーショット。（12/22）


